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パワー・カーボン・テクノロジー 本社工場の建設着工について
 

～ＧＳカルテックス社との合弁会社でキャパシタ電極用炭素材を生産～

記者各位

　当社（社長：西尾 進路）がＧＳカルテックス社（本社：大韓民国ソウル市　会長：許 東秀　ホ・ドンス）と合弁で設立したパワー・

カーボン・テクノロジー社（社長：徐　元培　ソ・ウォンベ、以下「ＰＣＴ社」）は、本日（５月１９日）、大韓民国　慶尚北道　亀尾（グ

ミ）市にて、キャパシタ電極用炭素材を生産する本社工場の起工式を実施し、建設に着工しましたのでお知らせいたします。

　キャパシタは、瞬間的に多くのエネルギーを必要とする建設機械や鉄道などにおいて、従来、使用されていなかった減速時に

発生するエネルギーを電力として蓄えることで、エネルギーを有効利用できる蓄電装置です。今後は、太陽光発電や風力発電

の蓄電池への用途拡大も期待されています。

　ＰＣＴ社では、本年１２月に工場の建設を完了し、２０１０年１月より試運転を、４月には商業生産を開始する予定です。

　当社は「エネルギーの未来を創造し、人と自然が調和した豊かな社会の実現に貢献します」のグループ理念のもと、今後も、

環境に配慮した技術、商品の開発を積極的に進めてまいります。

記

1. 起工式の概要
 

（１）場所               大韓民国 慶尚北道 亀尾（グミ）市 国家産業第四団地
 

（２）主な出席者 　  慶尚北道知事                               金　寛容（キム・クァニョン）
 

   　                      亀尾市長                                     南　ユ鎮（ナム・ユジン）　
 

   　                      ＧＳカルテックス   代表取締役会長   許　東秀（ホ・ドンス）
 

   　                      新日本石油        代表取締役会長   渡　文明
 

　　　　　　　　　       ＰＣＴ　　　　　　　  代表取締役社長　 徐　元培（ソ・ウォンベ）

2. パワー・カーボン・テクノロジー社概要
 

（１）所在地 　        大韓民国 慶尚北道 亀尾（グミ）市 国家産業第四団地
 

（２）事業概要 　     キャパシタ電極用炭素材の生産、販売、研究開発
 

（３）出資比率　　   当社５０％、ＧＳカルテックス社５０％
 

（４）生産規模　　   年産 ３００トン

以上


